






1. EEPコマンド
　　基板上のEEPROMに保存されているログデータの
　　制御を行います。

12.コマンド一覧

13.ティーチング

技術資料作動状況確認ユニット
揺動型アクチュエータ オプション

2. TEACHコマンド
　　作動片計測の基準時間等を設定します。

1.パソコン接続時
　BOMモードにしてください。

※ エラー時保存設定を有効にしている場合、ログデータ保存間隔
　は無視されます。
　ログデータ保存間隔、エラー時保存設定、回転端出力設定を変更
　した場合、基板を再起動後に有効となります。

3. Qコマンド
　BOMモードを終了し、監視モードへ戻ります。

● TEACH　－S　　を実行

作動片を数回往復作動

● TEACH　－T　　を実行

左右1回転ずつ作動

「Teaching Start」と表示され、
  ティーチングを開始します。

平均値が基準データとなります。

Teaching End　と表示します。

基準時間が設定され、表示します。

※ 誤差範囲は、TEACHコマンドのZオプションにて設定する
　 必要があります。
※ 監視モードに戻すには、BOMモードを終了してください。

2.パソコン非接続時
● ティーチングモード（ディップスイッチ
　  1,2,4：OFF　3：ON）で基板を起動

作動片を数回往復作動

● ディップスイッチ1～4を全てOFF

左右1回転ずつ作動

ティーチングを開始します。

平均値が基準データとなります。

Teaching End　と表示します。

基準時間が設定され、表示します。

※ パソコン非接続状態では、誤差範囲を設定することは出来ません。
※ 監視モードに戻すために、基板を再起動する必要はありません。
※ 作動監視を行う時は、ティーチングモードで起動しないでください。
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基準時間1（左回り第1区間）の設定
基準時間2（左回り第2区間）の設定
基準時間3（左回り第3区間）の設定
基準時間4（右回り第1区間）の設定
基準時間5（右回り第2区間）の設定
基準時間6（右回り第3区間）の設定
基準時間誤差範囲
自動ティーチング開始
自動ティーチング終了
H/W異常出力時のLED点灯時間設定
作動片カウント回数のクリア
Help

ログデータ表示(n=表示データのセット数)
アドレス指定読込み
　(n＝読み込みアドレス：10進数で入力）
ログ上書き許可
ログ上書き禁止
ログデータクリア
ログデータ保存間隔
　(回転動作n回毎にログ保存します。範囲1～100)
エラー時保存設定
　(n=1：エラー時保存有効、n=0：エラー時保存解除）
回転端出力設定(n=1：出力あり、n=0：出力なし)
Help
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代理店

東北営業所
千葉営業所
北海道出張所
名古屋営業所
金沢営業所
高松営業所
広島営業所
北九州営業所

☎022-215-1195
☎043-305-1401
☎011-792-7451
☎052-581-6541
☎076-233-1411
☎087-835-0411
☎082-568-0071
☎093-541-0281

東京支店　〒108-0014 　
　　　　　東京都港区芝4-7-8  芝ワカマツビル
大阪支店　〒530-0012 　
　　　　　大阪市北区芝田1-1-4  阪急ターミナルビル  
西部支店　〒732-0052 　
　　　　　広島市東区光町1-12-20  もみじ広島光町ビル 
国 際 部　〒663-8133 　
　　　　　西宮市上田東町4-97

☎03-3454-1711

☎06-6373-6701

☎082-568-0071

☎0798-48-5931

URL=https://www.konan-em.com/
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